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内 容 梗 概

ヒタクレ‾マはスタッカとロータリリクレーマを組み合わせ,各種ばら物を1台の機械で積み付け,払い出

しを行なうことができる新鋭連続貯採集兼用機である｡この機械は採集機構にショベルホイールを用いたもの

で大能力の割に機械が小形で,設備費,電力消費量ともに少なく,従来のグラブバケット付クレーンに比べて約

1/3程度ですみかつ保守,運転操作とも容易というすぐれた特長をもっている｡またスタッカとリクレーマを

おのおの設置した場合に比べて経済的に低廉であるばかりでなく,せまい貯蔵場に用いた場合,機械荷役でき

る面積が大となるなどの長所をもっている｡本稿ではヒタクレーマについて主機能部分の方式選定とボーキサ

イト鉱石扱い400/300t/hヒタクレーマの構造概要,特長および貯蔵場におけるこの種機械の配置について述

べる｡

1.緒 R

近時産業界の生産規模が増大するに伴ってその原料取扱量も飛躍

的に増加してきた｡また一方生産コスト低下の面から輸送の合理化

が叫ばれ荷役機械は大形,大容量の連続方式に移行しつつある｡ヒ

タクレーマは採集機構にショベルホイールを用い,スタッカとリク

レーマの両機能をもった新形式の連続荷役機械である｡この機械の

採集機構は日立製作所が多年研究,実験をつづけ完成したもので石

炭,鉱石,石灰石,コークスなど粉塊混入のもの,あるいは塊状の

もの,水分を多く含んだものなどあらゆるばら物にたいして十分な

る機能を発揮するもので,構造は簡単堅ろう,保守も容易である｡

またこのヒタグレーマの姉妹機ロータリリグレーマはさらiこ構造が

簡単で本機からトリッパコンベヤを除き,ブームコンベヤを一方向

回転にしたものである｡この種連続荷役機械はさきに昭和電工株式

会社横浜工場に納入された400/300t/hボーキサイト用ヒタクレー

マ,昨年福島県庁に納入された500t/h石炭用ヒタクレーマを初め

とし,海外にも輸出されている｡これらの機械は当初の目的を十二

分に果しつつ好調に稼動中である｡この機会に400/300t/hボーキ

サイト鉱石荷役のヒタクレーマについて構造,特長を述べ,この種

機械の貯蔵場における応用について説明する｡

2.形 式

貯蔵と採集の両性能をもった機械はともすると構造が複雑で荷役

作業が非能率になりやすい｡ヒタクレーマはスタッカとして広範囲

横付ができるようにするとともに,リクレーマとしても能率よく走

第1図 400/300t/bヒタクレーマ

日立製作所亀有工場

量払出しができ,かつ機械構造も簡単で走行軌条も砂利道床ですむ

よう考慮の上設計されている｡

以下ヒタクレーマ主機能部分の方式選定について述べる〔

(1)採 集 方 式

本棟の採集棟構はショベルホイール式である｡この方式採用にあ

たってほ石見 コークス,ボーキサイト鉱石,粉鉱石,塊鉱石など

各種性状のものについて実験枚を用いテストし,そのデータを種々

検討決定した｡一例として弟4図に印度鉄鉱石(粒度60～125mm

が70%,最大250mm)を扱った600t/hリグレーマ実験機による旋

第2図 500t/hヒ タク レ ー マ
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第5圃 ショベルホイールの形式

軌 ショベルホイールのオシログラムを示す｡ショべ′しホイールに

よる採集方法としてほ

(a)ホイールを前後進させる方法

(b)旋回によりきりくずし採集する方法

(c)機体を走行させ採集する方法

などを行なったが,(a)の方法ほすくいとりの変動が多くかつ後退

中の採集量が減少し,貯蔵山の状況に左右されるため運転が比較的

むずかしい｡(c)の機体走行によって採集する方法は機体白身を連

続走行させるために電力消費量が多く,振動,集電ケーブ′しの保護

などの面より好ましくない｡(b)の旋回による方法は左三右両旋回動

作とも採集でき採集畳も変動が少なく,かつ放物のくずれ落ちによ

るホイールの埋没の危険性もなく,貯蔵山の任意のところから採集

でき,運転,操作とも容易で,バケットの形状を適当に選定すれば

旋回消費電力量もきわめて少ないなどのことより(a)(c)の方法よ

りすぐれているので旋回採集方法を採用した｡

(2)ショベルホイール

ショベルホイールの形式については(a)セルなし形と(b)セ′し付

き形の2形式があるがこの両形式を比較すると(a)は

(i)構造が簡単で保守点検が容易である｡

(ii)構造上セル付き形より回転数を多くとれる｡したがって同

一能力に対してホイールの直径を小さくすることができ

る｡

粘着性のばらものに対してシュートが開放されているから

落下しやすい｡いいかえれば付着しにくい｡

(iv)シュートの摩耗状況を外からみることができる｡またこれ

の補修品製作,取り付けが容易である｡

などの利点を有するためセルなし形を採用した｡

(3)バ ケ ッ ト

バケットの形状ほ日立製作所特許の後退角付きである〔この形の

バケットは単なる長方形断面のものに比べて掘削,すくいとりの性

能がよく,かつショベルホイールの回転速度と旋回速度とに応じて

適度の後退角をつければバケット側面の摩耗も,旋回電力消費量も

少なくてすむ｡

(4)トリッパコンベヤ

地上コンベヤで送られてきたばら物を本機に移乗させる方法とし

((ナ)

(J)

ト
ー+

-

一一⊥-J

構造簡単
採集したものを

ブームコンベヤよ

り直接搬出コソべ
ヤに移乗できる｡,
Lはやや大きくな
る｡トリッパコソ

べヤと本体との切
赦しは容易であ
る｡

(a)と同様であ
るがLほ最も大き

- + くなる0

構造複雑
採集したものが

再度トリッパコソ
べヤを通る｡Lは
小さくできる｡ト
リッパコソべヤの

切離しが簡単にで
きない｡

枝道複雑
採集したものが

再度トリッパコソ
べヤを通る｡Lは
最も小さくでき
る｡トリッパコソ

べヤ切離しはむず
かしい｡

L

第6図 トリッ′ミコンベヤ配置例

第7図 貯蔵作業中のヒタグレーマ

ては,連続フローコンベヤやバケットエレベータ,スクリュコンベ

ヤまたは特殊な急傾斜コンベヤなどを用いる方法があるが,これら

は消費動力が大きい,扱物を破砕する,部品の摩滅が早い,輸送量

に制限があるなど種々の難点がある｡ベルトコンベヤを用いた場合

は傾斜部分が長くなるため活動範閃がせばまる欠点はあるが一面保

寸その他の点で前部各形式の製造に比べはるかにすぐれている｡本

機では水分の多い粘着性の強いもの,または塊状のものいずれに対

しても機能確実なべルトコンベヤ方式を採用した｡ベルトコンベヤ

を用いた場合の接続方式には機体の活動範囲を大にするためや貯蔵

ブームの向きによって種々の配置方法がある｡弟占図にその配置例

を示す｡ヒタクレーマでは最も簡単な(a)の方式を採用した｡かつ

採集時トリッ/1コンベヤを切り離しほぼ全旋回荷役動作ができるよ

う設計されている｡もちろんトリッパコソべヤをつけたままでも採

集作業ほできるがこの場合の荷役旋回範巨削よ約220度である｡

3.400/300†/hヒタクレーマ概要

本機の扱い物はボーキサイト鉱石で水分10%を含むべとついた

ものおよび最大200m血,100mm以上の塊が40～50%の印度鉱石

などである｡弟l図ほその全景を示すものでヤードコンベヤにま

-64-
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第8囲 採鉱作業中のヒタクレーマ

たがって走行する走子r体と,走行体ローラパス上を旋回する旋回体,

旋回体とヤードコンベヤを連結するトリッパコンベヤからなってい

る｡本機の運転室は見通Lのよい旋回体中段にある(この運転室に

は走行,僻仰,旋回,ショベルホイール,コンペ17,フィーダな

どの制御器,操作スイッチ,制御盤,警報べ′し,地ヒコンベヤとの

インタロック装置など本殿運転に必要な一切の器具が備えられてい

る｡

荷 役 動 作

貯蔵=トリ､ソパコンベヤを本体と連結し通常のスタッカと同様に

使用する｡すなわちブームを僻仰し,トリ､ソパコンベヤより送られ

てきたばらものを旋回体中央のシュートにうけ,ブームコンベヤに

よF)先端に運び放下横付する｡この場合ブーム先端のゲートはブー

ムコンベヤ起動と同時に開かれる∩

採集‥僻仰ブームを下げてブームコンベヤを逆転し先端のショベ

ルホイールを回転させながら旋回動作を行なえばショベルホイー′し

により切りくずされ,すくいとられたばら物ほホイー′Lシュート,

ブームコンペヤ,旋回体中央シュートを経て地Lコンベヤに払い出

される〔なお走行路近辺のものを採集するにほ肘d動作の代わりに

走行によって採集することができるっ

4.仕 様

本機のおもな仕様ほ次のとおりである｡

形 式

扱 物

能 力

旋 回 半 径

行 間

ショベルホイール

ブームコンベヤ

旋 担J

腑 仰

走 行

フ ィ ー ダ

集 電 装 置

走 行 軌 条

電 源

SR-Sl

ボーキサイト鉱石かさ比重1.2t/m当

貯 鉱 400t/h

採 鉱 300t/h

ショベルホイール中心にて 29m

5m

3,400ゥ与 3′､6r/m

800B 120m/min

約 10m/min

約 6m/min

16m/min

ベルト式18m/min

ケーブル巻取式

バラス道床37kg

400V 50ハ)

5.特 長

ヒタクレーⅣマは1台の機械で貯採集柑荷役作業を行なうことがで

きるが,そのおもな特長をあげれば

に つ い て 1297

(1)積極的な掘削,切りくずし,すくいとりであるから水分の

多いべとついたもの,塊状のものなどあらゆるばら物を能率よく

採集する｡

(2)貯蔵山の仔慮の位醗より連続的に定量搬出するので,後方

設備を無だのない経済的なものとする｡

(3)使用電動機の数が少なく1≠千の電動機で直接ブームコンベ

ヤに供給でき消費電力も小さい｡

(4)構造が簡単で保′､1二点検が容易である｡特にショベルホイー

ルの刃先は独特な工作により耐解性を増すとともに簡単に補修す

ることができる｡

(5)採集部分が軽量である｡したがって機体重量も比較的軽く

車輪荷車は小さいっ走子f軌条基礎は砂利道床で十分である｡

(6)設臓費が低廉である｡スタッカとリクレーマを設けた場合

にくらべて1台ですむから機体設備費が低廉で,その割合は,能

九 半径などの条件によって異なるが大体60～75%である｡

(7)設備経費,運転経費が低廉である｡

(8)ヤードの利用率がよい｡スタッカとリクレーマを併設した

場合にくらべて機械粁7大間のl二捗によるヤード機械荷役可能面積

の減少という欠点がなくなりヤードの利用率がよくなる｡

る.各 部 構 造

(1)走 子f 体

走行体はヤードコンベヤにまたがって走行する門形フレームで走

行装f乱 ケーブ′し巻取式集電装置,旋回ローラパスなどを有してい

る〔走行装掛ま走行台車の片側中央部に設けた電動機により平歯車

減速装置を経て走行車輪の半数を駆動する｡トリツ′くコンベヤと走

行体とは簡す担な金具により接続されている｡この走行体には暴風時

逸走を防什二するため手動式クランプ装置および固定アンカーがそれ

ぞれ設けてある｡

(2)旋 回 体

旋回体ほ旋回装置,僻仰装置,連転宅などを収納した本体と,こ

の本体にピソ接合されたブームよりなっている｡このブームは先端

にショベルホイール式採集装繹を備え,けたの中にほレバーシブル

コンベヤをもっている｡旋回装掛ま特殊性能をもった電動機よりウ

オームならびに平歯車減速装置を経て走行体に固定されたピンホイ

ールとかみ合うスプロケットホイールを駆動して行なう｡本機では

クレーンなどのようにセンタポストが設けられないので,旋回体に

は4個の強力なガイドホイールを備えローラ/ミス側面に設けられた

円孤レール上を転勤させ,旋回体の位置を保持させるようにしてあ

る｡

僻仰装掛ま旋回体中段に設けた電動機によりウオームおよび平歯

箋

第9区‡トリッ/くコンベヤ連結装置
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第10図 リクレーマ半径と取残量

第1表 磯械設備経済比較表
∴
)

鮮
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‥
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-
∴
ヘ
コ

棚

即

紺

卯

ガ

+.+1iJ+

方

式1蒜言一差そ妄ご;ツト
スタッカ十ロータリ

リクレーて(%)
ヒククレーマ(%)

設 備 費 255 134 100

運転経費

(娼芸:繋姦慧鼓)
154 131

設備経費

(笠謂手固定資産)
t当たり経費

222

200

134

132

100

100

100

ただし 年 間 故 量

人 件 費

電 力 料 金

固定貿慶祝

減価償却費

利 子

石炭 400,000t

l人 480k¥/年

4¥/kWb

設備空守×0,55×1.4夕方

定額法による

年 8分

車減速装置を経て傭仰ドラムを駆動し,ウェイトリンク間に張りわ

たされたロープを巻き取り腑仰を行なう｡ウェイトリンクはリクレ

ーム作業に必要な先端押付力を残し,他は完全にバランスさせてあ

るからロープにかかる張力はきわめて′+､さい｡

(3)トリッパコンベヤ

トリッパコンベヤほ地上コンベヤのベルトを傾斜ガーダにかけわ

たし,旋回体中央のシュートに連絡させるためのもので,けた部分

は走行体と同一軌条上にある4個の車輪によって支持されている｡

走行体との結合は簡単なかけ金具によって行なっているから本体と

の接続切り離しは数分で終わることができる｡このトリッパコンベ

ヤは本体と切り離されたとき逸走しないように手動レールクランプ

装置が設けてある｡

(4)ショベルホイール

本装置はブームの先端に設けられ回転ホイールの外周に数個のバ

ケットを取りつけたもので,リクレーマの生命ともいうべき装置で

ある｡バケットは掘削性能をよくするとともに旋回動力を小さくす

るためにホイールの回転速度と旋回速度に適した後退角を備え,駆

動部分には流体継手を用いてある｡

7.応 用

貯蔵場における荷役枚械の計画にあたって,その能九配置,機種

の選定ほ,規模の大′J､,地形,気象,扱い物の種煩,形状,入荷条

々 y′ J

わ

1.1 スタッカ十ロータリリクレーマ

U:ア ン ロ ー ダ

S:ス タ ッ カ

R: ロータリリクレーマ

C: コ ン ベ ヤ

Yl～Y2:貯 蔵 場

､r′ 〃〟

㌔

ビ

1.2 ヒ タ ク レ
ー マ

HR:ヒ タク レ = マ Yl～Y2:貯 蔵 場

C: コ ン ベ ヤ

第11図 同時運転を要しない場合

件,将来の拡張などを考慮して決めなH一ればならぬが,さらに設備の

経済性を十分検討しなければならない｡また連続式払出機械の採用

が決定した場合でもその機械の動作半径をいくらにするかという問

題が起こってくる｡連続式払出機械はばら物を能率よく払い出すこ

とが目的であるから貯蔵場全域にわたって作業できる半径にする必

要は通常ないと考えるっ 弟10図に貯蔵場幅40mの400t/h鉱石扱

ヒタグレーマの動作半径と取残量,放伐設備費の一例を示したが,

本例の場合補助撹械を用いずに貯蔵場全域より払い出すためには半

そ羊45mのリクレーマが必要となり,橙械設備費がかさむばかi)でな

く,通常動作が半径の短いものに比べてやりにくい｡10%程度の取

残量を認めるとすれば磯械の動作半径は33mでよいことになり,

この方がブルドーザなどの補助枚械を併用しても設備費,運転経費

とも低廉になる場合が多い｡したがって機械の動作半径は総合的に

経済性を考えてきめるべきである｡またヒタグレーマを1台用いる

か,あるいはスタッカとリクレーマ各1台を設置すべきかほ入荷,

払出しの条件によってきまる｡さらに地形が狭い場合には入荷,払

出しのコントロー′しができるかどうか検討の上機種の選定を行なう

ことが必要である｡たとえば扱い物の品種が少ない場合にほ入荷し

たものはそのまま直送し,貯蔵場より必要な量を採集添加すること

も一一方法であるし,さらにトラック輸送の場合に入荷,払出しが重

なったらトラックを貯蔵場に乗入れじかに積み付けることもそのひ

ん度によっては設備を経済的にするために考慮すべきことがらとい

えよう｡以上よりいかなる設備が最も経済的であるかということほ
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2.1 スタッカ＋ロータリリクレーマ

C:コ ソ べ ヤ S:ス タ ソ カ

R:ロータリリクレーて Yl､Y2:貯 域 場

トノブL て乍使用〔仁ユ岩き

ナノ !朋

2.2 ヒ タ グ レ ー

て

C:コ ン ベ ヤ YIへ′Y2:貯 蔵

SR: ヒ タ グ レ =

第12囲 貯採集同時rF業可能の配置例

場取扱量や使用条件などによって異なり,一概にはきめにくい?一例

として,石炭用250t/h,半径25mの場合クレーン,スタッカリグ

レーマ,ヒタクレーての経済比較を舞1表に示す｡この比較ほ機械

本休についてのもので走行軌条,同基掛こついてほ除外した｡

次にヒタクレーておよびスタ､ソカ.リグレーマの配荷例について

利害得失を述べる｡

(1)貯採集同時運転をノと､安としない場合

弟】1図は1.1スタッカとロータリリクレーてを,1.2はヒタグレ

ーマを配罷した場合である｡1.1は種別,貯蔵を適当にすればある得

度の同時運転はできる｡ただし1.2に比べて設備費ほ高価になる｡

また両磯の卜妙によって荷役可能な貯戚場面棋が稀少する｡

(2)貯採集同時運転を必要とする場合

第12図ほ2.1スタ､リカ2台,リグレーて1台を設けた場合で,2.2

はヒタグレーてを2台配程した例である 2.2ほ設僻柴が2.1に比べ

低廉で,その貯蔵場の任意の位程で受入,払｢HrF業を行なうことが

できるっ

(3)貯蔵場の広い場r子

弟13図3.1はヤード4相打こ対してスタ､リカ3子i,ロータリリグレ

ーて2台を配置したもので受入,払出しが任意に行なえる｡3.2は

同様な人きさを有するヤードでヒタクレーマを2台設粧し 受入,

払出しを行ないうるようにLたもので,設胎費が前者に比べて低廉

で部l冒-も互換性を有するので,促一手_L班別であるっ しかし入荷条件

のいかんにかかjっらザ払い出しを行ないうるようにするためには内

ヤ･一-ドトトー稚別に貯棟しでfJ､二必要がふる_､

8.結 R

以上,ショべ′シ7トイー′L採集機構を備えたヒノ･マクレーて,lニー/‡
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3.1 二くダッカ＋ロータリリクレーーT
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S:ス タ ッ カ Y】～Y2

ヒタクレーマを使用した場合
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3▲2 ヒ タ グ レ ー

て

C: コ ン ベ ヤ

IIR: ヒ タ ク レ ー ー､･

Yl＼Y2:貯 蔵
.畷

第13閑 貯蔵物が 止こい 場 合

リリクレーてについて概要を述べたが,こjLら連続式荷役麟械は人

能力になるほど他繚種に比べて設備費,運転経費が剖ノ安になるっ槻

今度業界の発掛こつれて輸送の合理化が叫ばれているがこの種連続

何役機械はこの要脚こ応じてますますのぴてゆくものと思わ′hる､

本稿がこの種荷役機械の位相吉ならびに計帥こ携わるかたがたにい

ささかでも参考に供し得Jt(ご辛いである｢
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